
 
 

                                             

 

 
 

  

 
 

 
 

                                                 

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

                                   

 

         

 

 

 

校訓 

自
律 

英
知 

鍛
錬 

宇 城 市 立 三 角 中 学 校  

学 校 新 聞   
平 成 29 年 10 月 31 日  

編 集 代 表  

校 長  寺 本 洋 一  

校 訓 

 

文

化

祭

午

前

の
部

の
最

後

に
、
合
唱

コ
ン
ク
ー

ル
が

あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
三
年

生

を

中

心

に
夏

休

み

明

け

か

ら

す

ぐ

に

取

り

組

む

学

級
が
多

く
、
レ
ベ

ル
の
高

い

も

の
で
し
た
。
課
題
曲

は
全

て
の
学
級
が

「
明

日
と

い
う

日
が
」
、
自
由
曲

は

一
年

一

組
が

「
夢
を
追

い
か
け

て
」

一
年

二
組
が

「
マ
イ
バ
ラ
ー

ド
」
二
年

一
組
が

「
あ
と

ひ

と

つ
」
三
年

一
組

は

「
大
地

讃
頌
」
三
年

二
組
が

「
心

の

瞳
」

で
し
た
。 

結
果
は
、

一
位
が
三
年

一

組
、
二
位
が
三
年

二
組
、
三

位
が

二
年

一
組

で
し
た
。
ま

た
、
指
揮
者
賞

に
三
年

一
組

の
廣

田
晃

大

く

ん

が

選

ば

れ
ま
し
た
。
三
年
生

は
十

一

月

の
宇

城

音

楽

会

に

出

場

し
ま
す
。 

 

 

 

十
月

二
十

日

（
金
）
に
、
豊

野
町
で
宇
城
中
体
連
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
男

子
は
六
区
間

（
全
長

二
十

㎞
）
、
女

子
は
五
区
間

（
全
長
十

二
㎞
）
で
争
わ
れ
、
男

子
は
五
位
、

女

子
は
三
位
と
大
健
闘

で
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
チ
ー

ム

の
部

で
男

子
は
六
位
、
女

子
は
五
位
と
練

習

の
成
果
を
発
揮

し
ま

し
た
。
男

子

５
区

で
佐
藤

迅
く
ん
が
区
間
賞

を
と
り
ま

し
た
。
代
表
チ

ー

ム

《
男

子
》

一
区

：
森
本
悠
太
、
二
区

：
松
本
藍
斗
、
三
区

：
森

口

一
真
、
四
区

：
三
角
啓

彰
、
五
区

：
佐
藤

迅
、
六
区

：
福

田
歩
夢

《
女

子
》

一
区

：
髙
濱
有
貴
、
二
区

：
高
瀬

か
な

み
、

三
区

：
寺
島
琉
華
、
四
区

：
田
﨑
倫
夏
、
五
区

：
三
浦
栞
奈
。
当

日
は
た
く
さ

ん

の
保
護
者

の

方
や
地
域

の
方

に
応
援
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

二

年

生

は

九

月

二

十

六

日

（
火

）

か
ら

の
三

日
間

で
職

場

体

験

学

習

を

行

い
ま

し
た
。

生

徒

の
感
想

に
は

「
楽

し
か

っ
た
」

と

い
う

感

想

が
多

く

あ

り

ま

し

た
が
、
中

に
は

「
き

つ
か

っ
た
」

と

い
う

感

想

も
。

働

く
方

々

の

姿

か

ら

挨

拶

や

礼

儀

の

大

切

さ

、

社

会

人

と

し

て

の
責

任

な

ど
多

く

の
こ
と

を
学

ん
だ

よ
う

で
す
。
ま
た
、
職
場

か
ら

の
声

で

は
、
「
よ
く
動

い
て
頑
張

っ
て

い

ま

し
た
。
」
と

い
う
声
が
多

か

っ

た

の
で
す
が
、
中

に
は
、

「
言
葉

遣

い
は
丁
寧

に
は

っ
き

り
。
」
と

い
う

課

題

も

あ

り

ま

し
た
。

今

回

の
貴

重

な

体

験

を

今

後

の
学

習

に

も

生

か

し

て
行

き

た

い
と

思

い
ま

す

。

ご

協

力

頂

き

ま

し

た
事

業

所

の
皆

様

方

に

は
大

変

お
世
話

に
な

り
ま

し
た
。 

十
月

二
十

二
日

（
日
）
に
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

劇
や
合
唱
な
ど
様

々
な
発
表

の

一
つ

一
つ
の
質
が
高
く
、

す
ば
ら

し

い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
取
り
組
む
時
間
が
限

ら
れ

て
い
る
中
、
各
学
年
や
学
級
そ

の
他

の
集
団

で
の
絆

も
深
ま
り
ま
し
た
。 

 

   

 

  

 

 

 

 

≪ 11 月 の 主 な 行 事 予 定 ≫  

１ 日 (水 )～ ２ 日 (木 )第 ２ 回 共 通 テ ス ト  

６ 日 （ 月 ） 地 域 ふ れ あ い 挨 拶 運 動  

  ８ 日 （ 水 ） 学 人 研 授 業 研 （ 三 角 中 ）  

９ 日 （ 木 ） 生 徒 会 役 員 選 挙  

 1５ 日 （ 水 ） 後 期 中 間 テ ス ト  

1６ 日 （ 木 ） 後 期 中 間 テ ス ト  

 1７ 日 （ 金 ） 宇 城 地 区 中 学 校 音 楽 会  

 20 日 (月 )～ 24 日 (金 )自 由 参 観 週 間  

22 日 （ 水 ） 第 2 回 進 路 説 明 会  

 2８ 日 （ 火 ） ﾌﾞｰﾝﾚｲ中 学 校 （ シ ン ガ ポ  

ー ル ） の 歓 迎 会 及 び 交 流  

【 お 知 ら せ 】  

  文 化 祭 で 行 わ れ た PTA リ サ イ ク ル バ ザ

ー の 収 益 金 が 三 万 三 千 円 に な り ま し た 。

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

《
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
等
》 

▽
発

明

工
夫

展

「
県

特

選

」
石
本

粋

「
優

賞

」
植

田
彩

莉

那
、
植
野
健
太
、
福
嶋
憲
人
、
山
本
永
遠 

▽
宇
城
科
学
展

「
特 

選
」 

平
原
萌
楓 

「
ア
イ
デ
ア
賞

」
宮
川
周
策 

▽
宇
城
英
語
暗
唱
大
会 

三
年

「
銅
賞
」 

二
年

「
銅
賞
」 

一
年

「
銅
賞
」 

▽
第

五
回
県
親

守
歌
コ
ン
ク
ー
ル

「
入
選
」 

過
福
渉 

 


